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FastCheck Monitoring Utility 
 
FastCheck Monitoring Utility (以下 FastCheck)は、OS上でディスクアレイの管
理を行うためのソフトウェアです。FastCheckはディスクアレイ情報やハード
ディスク情報の表示、一貫性チェックといった機能を持っています。 
FastCheckは Logon時に起動され、通常はタスクバー上にアイコン化されてい
ます。このアイコンをダブルクリックすることで、画面上に表示されます。 
 

′ 特に必要のない限り、FastCheckを終了させないでください。  

 
FastCheckは 3つの画面より構成されます。各画面の機能は以下のようになっ
ています。 
 

1. Array Window 
 
Array Windowでは、図 1のように本製品上で構成されているディスクアレイ
の構成、状態が表示されます。画面の左側のフィールドが構成表示、右側の
フィールドが詳細表示になります。また、ディスクアレイに対する一貫性チ
ェック起動等の指示が行なえます。 

 
                      **** 図1：Array Window **** 



2  1  Array Window 
 

 

 
■構成表示フィールド  
ディスクアレイおよびディスクアレイを構成するハードディスクがツリ
ー上に表示されます。またハードディスクが Offline状態の場合は、ハー
ドディスクが「？」付のアイコンで表示されます。 

 
■詳細表示フィールド  
構成表示フィールド上で各ディスクアレイ、ハードディスクのアイコンを
クリックすると、詳細表示フィールドに以下の情報が表示されます。 

 
●  ディスクアレイ  

    RAID Mode： ディスクアレイの種類 
    Mapping：  ディスクアレイの論理的なCylinder数、Head数、Sector数 
    Size：     ディスクアレイの容量 (GB単位) 
    Status：    ディスクアレイの状態 

Functional  ディスクアレイが正常に稼動しています。 
Critical  初期化、再構築中、あるいは一台のハードディスクの 

故障により、アレイが冗長性のない状態で稼動していま
す。 

Offline ディスクアレイが稼動していないことを示します。ディ
スクアレイ中の２台のハードディスクが故障した場合に
発生します。 

 
 ●  ハードディスク  

Status：    ハードディスクの状態 
Functional  ハードディスクが正常に稼動しています。 
Functional (Rebuilding) 

ハードディスクに対して、初期化、あるいは再構築
(Rebuild)が行われています。 

Offline   ハードディスクに異常が発生し、稼動していません。 
Free    ハードディスクがアレイ構成に含まれていません。 

∗ Assignment にハードディスクの状態が Free と表示
されている場合は、新規にディスクアレイを作成す
るか(『3.2 アレイの作成、初期化』参照)、リビルド
作業を行い(『3.3 アレイの再構築』参照)、アレイに
組み込んだ状態でご使用ください。  

Unknown   ハードディスクの状態が不明です。ハードディスクに 
アクセスできない場合に表示されます。 
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S.M.A.R.T status：  
ハードディスクの故障予測機能による監視状態 

Functional 故障予測機能による情報が検出されていません。正常に
稼動しています。 

 Predictive Failure  
  故障予測機能による情報が検出されました。 
該当ハードディスクは近い将来故障する可能性がありま

す。ハードディスクの予防交換をお勧めします。 
Size：     ハードディスクの容量 (GB単位) 
Location： ハードディスクの接続されている、コントローラ番号、

チャネル番号、ID (Master/Slave) 
 Mapping：  ハードディスクの論理的なCylinder数、Head数、Sector 

Timing：   ハードディスクの転送モード 
Encl.Type：  常にNone 

 
■Pop Upメニュー  
構成表示フィールド上でディスクアレイのアイコンを右クリックするこ
とにより、Pop Upメニューが表示され、以下の操作を行なえます。 

 
Always on top：  

FastCheckウィンドウを常に最前面に表示するか否かを
設定します。 

Minimize：  FastCheckウィンドウをタスクバーにアイコン化して閉
じます。 

   Synchronize： 一貫性チェックを起動します 
    Rebuild：   リビルドを起動します。 

′ 本製品では、本機能はサポートしておりません。  

    About：     FastCheckの版数等を表示します 
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2. Controller Window 
 
Controller Windowでは、図 2のように物理的構成、およびコントローラ、チ
ャネル、ドライブの状態が表示されます。画面の左側のフィールドが構成表
示、右側のフィールドが詳細表示になります。 

 

     **** 図2：Controller Window **** 
 
■構成表示フィールド  
コントローラ、チャネル、ドライブがツリー上に表示されます。またドラ
イブが Offline状態の場合は、ドライブが「×」付のアイコンで表示され
ます。 

 
■詳細表示フィールド  
構成表示フィールド上で各コントローラ、チャネル、ハードディスクのア
イコンを左クリックすると、詳細表示フィールドに以下の情報が表示され
ます。 
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●  コントローラ  
IRQ：     コントローラに割当てられたIRQ 
Bus Master Base：  

コントローラに割当てられたBase Address 
Driver Version：  

デバイスドライバのバージョン 
Hardware Type：  

コントローラのモデル名 
 
●  チャネル  

    Base IO Address：  
チャネルに割当てられたBase IO Address 

 
● ハードディスク  

Status：    ハードディスクの状態。 
Functional  ハードディスクが正常に稼動しています。 
Functional (Rebuilding) 

ハードディスクに対して、初期化、あるいは再構築
(Rebuild)が行われています。 

Offline   ハードディスクに異常が発生し、稼動していません。 
Free    ハードディスクがアレイ構成に含まれていません。 
Unknown   ハードディスクの状態が不明です。ハードディスクに 

アクセスできない場合に表示されます。 

S.M.A.R.T status：  
ハードディスクの故障予測機能による監視状態 

Functional 故障予測機能による情報が検出されていません。正常に
稼動しています。 

 Predictive Failure  
  故障予測機能による情報が検出されました。 
該当ハードディスクは近い将来故障する可能性がありま

す。ハードディスクの予防交換をお勧めします。 
Size：     ハードディスクの容量 (GB単位) 
Location： ハードディスクが接続されている、コントローラ番号、

チャネル番号、ID (Master/Slave) 
Mapping： ハードディスクの論理的なCylinder数、Head数、Sector

数 
Timing：   ハードディスクの転送モード 
Encl.Type：  常にNone 
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3. Options Window 
 
Options Window では、図 3 のように動作環境を設定します。設定変更後、
[Apply]ボタンをクリックすることで、設定が有効になります。 
また、[Reset]ボタンをクリックすることで、変更した設定を元に戻せます。 
 

  **** 図3：Options Window **** 
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■Notification 

Enable audible prompt：  
ディスクアレイが正常な状態でない場合、ブザーを鳴ら

します。 
     Popup message box：  

ディスクアレイの状態に変化があった場合、メッセージ

ボックスを表示して通知します。 
なお、情報レベルのメッセージについては、表示後10秒
でメッセージボックスを自動的に閉じます。 

Use log file： ディスクアレイの状態に変化があった場合、指定したフ 
ァイルに記録します。 

Use NT system event log：   
ディスクアレイの状態に変化があった場合、OSのシステ
ムイベントログに記録します。 

On Errors：  Synchronize中に不一致を検出した際の処理方法を設定し
ます。 

Abort    不一致を検出した時点で処理を終了します。 
Fix     不一致を自動的に修復します。 
Ignore   不一致を無視して処理を続行します。 
Interact 不一致を検出した時点で処理を中断し、ダイアログボッ

クスを表示します。 
 (詳細は『5.4 アレイの一貫性チェック (Synchronize)』を

参照してください。 
      Dismiss Error Dialogs and Message Boxes after：   

イベントのメッセージボックスやSynchronize中に不一致
を検出した場合に表示されるダイアログボックスを自動

的に閉じる時間を設定します。設定可能な値は0-9999(秒
単位)で、9999に設定した場合は入力を行うまで表示され
続けます。 

∗ ここで設定した時間が経過すると、直前に設定され
た処理を実行し、ダイアログボックスを閉じます。  

Monitor Swap Enclosure Every：  
       最新の情報に更新される時間を設定します。 
       設定可能な値は10-3600(秒単位)です。 

′ 必ず 10に設定してください。  
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■Rebuild Settings 

   Disable Host Spare / Auto Rebuild：  
ホットスペア機能、オートリビルド機能を無効にします。 

     Rebuild Rate：  
通常のI/Oアクセスに対する、初期化処理、リビルド処理
に関するI/Oアクセスの割合を示します。 

 
■PCI Bus Utilization 

本製品に関する処理が、PCIバスを占有する比率を示しま
す。 

 

■Schedule Array Synchronization 

Disabled：  定期的に一貫性チェックをおこないません。 
On Errors：  Synchronizeのスケジュール運用中にデータの不一致を検

出した際の処理方法を設定します。 
Abort    不一致を検出した時点で処理を終了します。 
Fix     不一致を自動的に修復します。 
Ignore   不一致を無視して処理を続行します。 
Interact 不一致を検出した時点で処理を中断し、ポップアップウ

ィンドウを表示します。 
 (詳細は『4. アレイの一貫性チェック (Synchronize)』を

参照してください。 
     Schedule Events：  

 一貫性チェックの実行間隔を設定します。 
      Monthly   1月に1回 

Weekly   1週に1回 
Daily    1日に1回 
By Minutes x分毎 
By hours  x時間毎 

Start time： Schedule EventsでMonthly、Weekly、Dailyを選択した場合
に、一貫性チェックを開始する時刻を設定します。 

On the： Schedule EventsでMonthlyを選択した場合に、一貫性チェ
ックを行なう日を設定します。 

On： Schedule EventsでWeeklyを選択した場合に、一貫性チェ
ックを行なう曜日を設定します。 

Every：  Schedule EventsでBy minutes、By hoursを選択した場合に、
一貫性チェックを行なう間隔を設定します。 
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■Disk Parameters 

Enable Write Cache：  
ハードディスクのライトキャッシュを有効にします。 

Enabled S.M.A.R.T Check：  
ハードディスクの故障予測機能(S.M.A.R.T)による情報を
検出します。 

 
■Preferences 

Start Minimize：  
FastCheck起動時、ウィンドウをアイコン化し、タスクバ
ー上に表示します。チェックしていない場合は、

FastCheck起動の際、画面上に表示されます。 
Always on top：  
 FastCheckウィンドウを常に画面の最前面に表示します。 
Enable password：   

パスワードを有効にします。 
「Change」ボタン：  

パスワードを変更します。 
 
パスワードが有効な場合、FastCheckを開く際、およびパスワードに関す
る設定を変更する際に、以下のウィンドウが表示されます。設定したパス
ワードを入力後、「OK」をクリックしてください。 

 
また、パスワードを設定／変更する場合は、以下のウィンドウが表示され
ますので、2 つのフィールドに同一のパスワードを入力し、「OK」ボタ
ンをクリックしてください。設定したパスワードが有効になります。 
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4. アレイの一貫性チェック (Synchronize) 
 
一貫性チェック(Synchronize)は、ミラーリングされたアレイに対して冗長情報
の整合性を検査します。ミラーリングされたドライブペアがセクタ毎に比較
され、両方のハードディスクに含まれるデータが同一であるかどうかを検査
します。すなわちデータに信頼性があるかどうかを検査するための機能です。 
 

∗ 一貫性チェックは、一貫性の検査を行うだけでなく、ハードディスクの媒
体エラー(データ不一致とは異なります)を自動的に修正する効果もありま
す。一貫性チェックはできるだけ頻繁に行ってください。  

媒体エラーが検出された場合は、On Errors の設定に関わらず、必ずデー
タの修復(Fix)が実施されます。  

データ不一致の場合は On Errors の設定にしたがいます。通常は、On 
Errors の設定として Fixを選択しないでください。  

′ 一貫性チェックで不一致が検出された場合、システムに悪影響を及ぼす可能
性があります。このような場合には、システムドライブを再度初期化し、
信頼性のあるデータを再インストールする必要があります。  

 
■一貫性チェックの起動  
 
一貫性チェックの起動方法には、以下の 2つの方法があります。該当する
記述を参照して実行してください。 

 
1.  OS 上の IDE RAID管理ツールから一貫性チェックを起動  
指定したディスクアレイに対する一貫性チェックを、直ちに実行します。 
『1 Array Window』の Pop Upメニューに関する記述を参照して、実行
してください。 
また、データ不一致検出時の対処方法については、Options Windows 上
の Notification -> On Errorの設定にしたがいます。起動前に設定をして
ください。(詳細は『3 Options Windows』の記述を参照してください) 

 
2. 定期的に一貫性チェックを起動  
設定した間隔で一貫性チェックを定期的に実行します。『3 Options 
Window』の Schedule Array Synchronizationの項を参照し、一貫性チ
ェックの起動間隔、起動開始時間等を設定してください。 
また、データ不一致検出時の対処方法については、Options Windows 上
の Schedule Array Synchronization -> On Errorの設定にしたがいます。
起動前に設定をしてください。(詳細は『3 Options Windows』の記述を
参照してください) 
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′ データ不一致検出時の対処は、通常、「Fix」を選択しないでください。「Fix」
を選択した場合、一貫性をとるように強制的にデータが書き換えられます
が、信頼性のあるデータになるとは限りません。  

 
■一貫性チェック中のエラー通知  
 
一貫性チェック中にエラーを検出した場合、以下の方法で、内容とエラー
の発生した LBA(セクタ番号)が通知されます。なお、いずれの方法で通知
するかは、Options Window 上で設定可能です。 (詳細は『3 Options 
Windows』の Notificationに関する記述を参照してください) 
 

OSのイベントログ(システムログ)にロギング： 
IDE RAID のログにロギング 
メッセージボックスを表示 

 
■一貫性チェック中のエラー通知  (Interact設定の場合) 
 

Options Window上の On Errors で Interact をチェックしていた場合、
一貫性チェック中にデータの不一致や読取不良が検出されると一貫性チ
ェックが一時中断し、以下のようなウインドウが表示されます(詳細は『5. 
3 Options Window』参照)。適切な処置を選択して「OK」ボタンを押し
て下さい。「Cancel」ボタンを押した場合は一貫性チェックを中止します。 
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Abort :     一貫性チェックを中止します。 

     Fix the Error Block :  
１台のディスクからもう１台のディスクへ不一致であっ
たデータを複写し、内容を一致させた後、一貫性チェッ
クを継続します。 

Skip the Error Block : 
不一致であったデータをスキップして、次のデータから
一貫性チェックを継続します。 

     Don’t show this dialog again… : 
以降、一貫性チェック中に異常が検出されても本ウイン
ドウは表示されなくなり、選択した処置が自動的に行な
われるようになります。 

 

′ 通常は「Abort」あるいは、「Skip the Error Block」を選択してください。
「Fix the Error Block」を選択した場合、一貫性をとるように強制的にデー
タが書き換えられますが、信頼性のあるデータになるとは限りませんので
ご注意ください。  

′ 一貫性チェックで不一致が検出された場合、システムに悪影響を及ぼす可能
性があります。このような場合には、システムドライブを再度初期化して、
信頼性のあるデータを再インストールする必要があります。  

 
 

5. FastTrak Service 
 
FastTrak Service は、FastCheckが起動されていない場合、OS上でディスクア
レイの状態が変化した場合に、情報を OSの EventLogに通知するソフトウェ
アです。 
FastTrak Serviceは OS起動時に起動され、FastCheckが起動されると停止しま
す。 
 


